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a
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禁
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掴
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時
一
仁
一
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数
事
的
経
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曲
学

園
際
債
格
の
理
論
・

議

岬

由

演

日
本
弘
海
上
保
険
の
起
原
護
達
品

僻

惜

錦

疎

世
界
の
食
糧
問
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定
期
飛
行
機
の
職
能

女
給
税
に
就
て

闘
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民
統
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・
・
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曾
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級
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一
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岡
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第

三

十

巻

第

三

鋭

(
壇
場
揖
百
七
拾
占
醜
)

昭
和
五
年
三
月
後
行

~ 

言E脅

叢，

資
本
利
子
税
及
第
一

一
種
所
得
税
に
艶
す
る
地
方

附
加
税
の
禁
止
規
定

紳

戸

正

古住

結
言
(
本
論
の
目
的
}

第
一
段
附
加
務
課
有
論
争
(
↓
不
課
袷
論
及
其
批
評
心
不
課
税
論
け
第
二
種
所
得
税
け
課
税
趣
旨
よ
幻
課
税
技
術
上
町
地
方
経
済
よ
り
地
方
財
政

よ
小
川
資
本
利
子
崎
山
一
利
盆
原
則
加
味
上
山
内
謀
拾
技
術
上
り
地
方
経
済
上
山
内
地
方
財
政
上
回
右
に
謝
す
る
批
評
一

W
T額
所
得
時
間
い
け
課
税
趣
旨
上
町

課
税
技
術
上
吋
地
方
経
済
上
川
町
地
方
財
政
上
的
資
本
利
子
枯
れ
利
盆
原
則
上
け
課
結
技
如
上
町
地
方
経
済
及
財
政
上
司
課
税
の
積
極
的
理
由

ω会

平
線
枕
上

B
財
政
牧
入
よ

C
経
済
及
一
枇
含
上
)

第
二
段
附
加
枕
諜
一
枕
の
方
法
{
↑
謀
一
翠
催
者
は
義
務
者
の
住
底
地
に
て
課
税
す
べ
き
も
り
明
源
泉
課
税
止
す
べ
き
も
の
川
早
に
文
抑
機
開
所
在
地

謀
詑
と
す
る
も
の
は
円
畑
出
家
に
て
牧
納
し
一
定
標
準
に
て
各
地
方
に
分
配
す
る
も
の
同
税
率
一
川
資
本
利
子
枕
附
加
稔
日
開
第
二
種
所
得
税
附
加
枕
)

結
論
(
金
支
の
要
旨
)

論

叢

安
本
利
子
殺
及
第
二
種
所
得
税
の
地
方
附
加
続
禁
広
規
定

第
三
+
巻

四

第

扱



る住

民問

叢

資
本
刺
子
枕
及
第
二
種
所
得
税
白
地
方
附
加
積
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四

第

事E

緒ー

I:::J 

我
邦
の
地
方
税
は
特
別
税
ご
附
加
税
ご
か
ら
成
り
、
市
か
も
今
日
は
む
し
ろ
附
加
税
に
偏
し
て
居
る
。
其
附
加

枕
の
附
加
率
は
大
瞳
、
可
な
り
に
重
き
も
の
で
あ
り
、
主
(
に
法
定
の
制
限
は
あ
る
り
れ

E
も
、
之
を
超
え
て
課
す

る
の
特
例
も
あ
り
、
特
に
地
租
に
至
り
て
は
、
本
枕
よ
り
も
附
加
税
の
方
が
重
き
ほ
ど
で
ゐ
る
(
宅
地
以
外
の
地

租
の
附
加
税
は
道
府
職
百
分
八
十
一
ニ
、
市
町
村
百
分
六
十
犬
、
計
百
分
百
四
十
九
)
0

所
得
税
は
地
租
ほ
ど
に
附

加
税
が
重
く
は
な
い
り
れ
ど
も
、
其
れ
で
も
、
道
府
懸
の
分
、
本
税
の
百
分
の
二
十
四
芝
、
市
町
村
の
分
、
本
校

の
百
分
七
ご
を
加
ふ
る
さ
、
計
百
分
三
十
一
の
附
加
税
を
か
け
ら
れ
、
郎
ち
本
粧
の
三
割
強
の
附
加
税
を
謀
せ
ら

れ
る
こ
ご
に
な
る
。
蕊
に
於
て
か
此
所
得
税
ご
地
租
ご
争
、
そ
し
て
其
等
の
粧
の
附
加
税
を
も
併
せ
考
ふ
る
ご
、

土
地
を
有
っ
て
其
か
ら
所
得
を
皐
ヤ
る
者
は
、
賓
-L
園
枕
た
る
地
租
ご
其
地
方
附
加
税
、
並
に
園
枕
た
る
所
得

税
、
及
其
附
加
税
を
課
せ
ら
る
、
.
』
ご
に
も
な
っ
て
、
大
土
地
所
有
者
た
ご
非
常
な
る
重
き
負
携
を
負
ふ
こ
ご
に

な
る
。
極
端
な
例
で
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
四
百
高
回
以
上
の
大
な
所
得
を
田
地
か
ら
患
や
る
ご
す
れ
ば
所
得
税
及

茸
(
附
加
税
に
て
、
所
得
の
百
分
四
十
七
強
(
尤
も
所
得
税
率
は
超
過
累
進
だ
か
ら
し
て
、
或
人
の
会
き
所
得
額
か

ら
計
算
す
れ
ば
、
此
よ
り
は
梢
低
き
率
に
蛍
る
も
の
ご
な
る
で
あ
ら
う
)
ご
、
地
租
及
附
加
枕
に
て
、
所
得
の
百

。
c
o
o
o

分
十
六
・
大
(
註
二
郎
ち
通
計
し
て
所
得
の
百
九
万
六
十
四
ほ
ど
の
負
携
を
す
る
こ
さ
に
な
る
。
此
は
勿
論
、
栃
端
の



例
で
は
ゐ
る
げ
れ
ど
も
、
併
し
計
算
上
、
ゐ
る
べ
き
こ
ご
に
麗
す
る
。
然
る
に
此
反
面
に
於

τ動
的
資
本
着
、
例
之
、

銀
行
預
金
者
、
公
赴
債
所
有
者
(
国
債
に
は
特
別
の
恩
典
ゐ
り
)
に
至
り
て
は
、
国
税
た
る
所
得
税
に
於
り
る
第
孟
穏

。

。

。

。

所
得
税
の
百
分
四
又
は
五
ど
、
資
本
利
子
枕
の
百
分
の
ニ
合
計
百
分
六
又
は
七
だ
け
で
慎
み
、

一
切
の
地
方
附
加

税
は
か
け
ら
れ
ぬ
こ
さ
に
な
る
(
註
二
百
此
は
特
に
比
例
ご
な
っ
て
居
る
か
ら
、
共
よ
り
し
て
生
守
る
所
得
高
が
如

何
に
大
く
て
も
、
邸
も
例
之
、

四
百
蔦
園
山
一
上
に
ご
(
て
も
、
其
以
上
の
重
い
1

負
携
は
し
な
い
ご
い
t

ふ
目
」
ご
に
な

る
。
か
く
し
て
啓
し
く
資
産
所
得
者
で
あ
り
な
が
ら
、
動
的
資
本
者
が
土
地
所
有
者
に
比
し
て
、
ゐ
ま
り
に
も
聴

き
に
過
ぎ
た
る
負
抽
出
4VE
す
る
可
能
性
を
有
勺
C

加
之
、
之
砂
資
産
勤
持
共
働
所
得
者
た
る
轡
業
者
ご
比
較
す
る

も
、
管
業
者
が
筒
入
管
業
に
従
ふ
ご
限
定

L
、
四
百
高
園
以
上
の
所
得
を
彦
げ
た
ご
す
れ
ば
、
所
得
税
及
附
加
現
。。

に
て
所
得
の
百
分
四
十
七
強
ご
、
管
業
牧
盆
枕
及
附
加
税
に
て
所
得
の
百
分
五
・
ム
ハ
(
註
三
)
通
計
し
て
所
得
の
百
分

五
V
Tば
か
り
の
重
き
負
婚
を
す
る
ニ
さ
に
も
な
る
。
に
か
ら
し
て
動
的
資
本
者
は
此
資
産
及
勤
勢
共
働
所
持
者

よ
り
も
謹
か
に
低
き
負
館
営
負
ふ
ご
い
ふ
の
不
合
理
を
生
す
る
c

夏
に
動
的
資
本
者
を
勤
傍
若
ご
比
較
し

τ
も

亦
、
其
よ
り
も
軽

ν度
の
負
擦
を
潟
す
ご
い
ふ
不
都
合
な
結
呆
ご
も
な
る
の
を
見
出
す
。
邸
中
勺
般
り
に
一
高
闘
の

勤
勢
所
得
者
ゐ
り
ご
す
れ
ば
、
彼
は
所
得
税
ざ
し
て
百
分
の
五
・
四
(
法
定
率
は
百
分
入
だ
が
、
超
過
累
進
に
か

ら
、
金
き
所
得
に
劃
し
て
は
百
分
五
・
四
に
嘗
る
・
』
J

」
に
な
る
)
、
之
に
附
加
税
ご
し
て
本
税
の
百
分
三
十
一
を
加

0

0

0

0

0

0

 

ふ
る
ご
き
は
、
遁
計
百
分
七
・

O
七
四
ご
な
b

(
此
に
は
所
得
税
外
の
牧
盆
税
は
炉
、
ら
ぬ
)
、
前
記

E
大
な
る
動

論

叢

資
本
刺
子
役
及
第
二
種
所
得
税
白
地
方
附
加
殺
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四

算

最古



諭

議

第
三
貌

四

資
本
利
子
粧
品
品
第
二
種
所
得
税
の
地
方
附
加
措
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四

回

的
資
本
者
の
負
携
よ
り
も
却
っ
て
高
い
率
の
も
の
を
負
ふ
ニ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
土
地
負
擦
は
あ
ま
り
に

も
過
重
負
揮
で
ゐ
る
が
、
動
的
資
本
者
は
又
あ
ま
り
に
も
過
轄
負
携
で
あ
り
、
偉
業
者
に
比
し
て
も
勤
帥
労
者
に
比

し
で
も
遜
唖
な
の
で
ゐ
る
。
其
は
畢
寛
、
園
税
た
る
所
得
税
及
牧
盆
税
自
身
に
不
会
話
・
元
素
を
合
な
が
ら
で
は
ゐ

り

之
に
つ
き

τ考
慮
し
な
〈
で
は
な
ら
必
こ
ご
勿
論
で
あ
る
け
れ

Y
一
も
、
倫
其
外
仁
、

地
方
附
加
枕
の
課
否
、

並
に
課
率
が
一
物
瞳
に
よ
り
て
一
様
な
ら
ざ
る
に
負
ム
所
が
少
く
な
〈
、

特
に
、
第
二
陣
所
得
税
及
資
本
利
子
積
に

地
方
附
加
覗
を
禁

ιた
る
こ
ご
に
図
る
こ
ご
が
大
い
の
を
見
る
。
其
れ
で
此
負
携
の
大
不
『
公
平
原
因
に
つ
い
て
英

理
由

ee吟
味
し
之
が
改
訂
の
方
法
を
考
ふ
る
こ
ご
は
、

刻
下
の
情
勢
じ
於
℃
一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら
古
る
重
要
事

ご
思
ふ
の
で
、
敢
て
葱
に
之
を
論
過
し
て
見
る
。

(註
-
v

同
地
慎
一
反
四
十
岡
、
所
得
二
十
己
聞
と
鍛
定
し
、
其
問
租
、
地
債
の
百
分
間
半
、
附
加
積
百
分
六
十
六
と
、
入
十
三
、

A
n
計
百
分
間
十

九
よ
リ
算
出
す
。

(
註
ニ
v

府
豚
に
も
市
町
村
に
も
人
税
と
し
て
所
得
稔
附
加
枕
白
行
は
る
る
場
合
を
鍛
定
す
れ
ば
本
文
で
い
ふ
遁

P
で
あ
る
が
、
併
し
若
し
市
町
村

に
人
積
と
し
て
戸
取
割
が
行
は
る
る
と
せ
ば
、
之
が
課
税
標
準
た
る
所
得
の
中
に
は
、
公
債
枇
債
銀
打
預
金
由
利
子
、
貸
付
信
託
白
利
盆
の
如
き

志
の
も
合
算
さ
れ
、
滋
に
動
的
建
本
利
子
の
負
鳴
の
加
は
る
可
能
性
が
あ
る
。
併
し
又
、
更
に
謹
ん
で
考
へ
る
と
、
費
は
之
に
つ
き
市
町
村
が
正

確
に
捕
捉
す
る
ζ

と
は
難
〈
、
自
ら
其
の
可
な
り
多
〈
の
も
の
に
就
い
て
逃
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

{
註
三
)

筒
入
管
業
収
盆
獄
、
替
業
所
得
。
百
分
ニ
・
入
、
其
地
方
附
加
稔
は
宵
分
間
十
一
・
と
育
分
六
十
、
計
百
分
百

O
一
と
し
て
計
算
す
。

同市、市町村稔手厳割正義、卯-92，見・拙著、租積論 416-417・1) 



第
一
段

附
加
税
課
否
論
争

一
不
課
枕
論
及
芸
批
評

A
不
課
税
論

い
第
二
輔
所
得
税
に
附
加
殺
を
禁
止
し
た
る
理
由
|
|
我
現
行
法
に
於

τ、
第
一
時
間
法
人
所
得
税
ご
第
三
種

自
然
人
所
得
の
綜
人
口
課
税
ご
に
於
て
地
方
附
加
税
を
認
め
っ
、
、
濁
り
第
二
穂
所
得
税
に
つ
き
之
を
認
め
な
か
っ

た
の
は
何
故
な
る
か
c

主
円
以
大
要
下
の
如
き
も
の

rど
解
す
る
外
は
な

ν。

-
所
得
税
附
加
枕
の
課
税
趣
旨
か
ら
|
|
元
来
、
所
得
耽
附
加
枕
を
地
方
に
て
課
す
る
の
趣
旨
は
、
地
方

の
笹
川
め
の
人
税
ご
し
て
、
各
地
方
佳
民
の
会
き
給
付
能
力
を
掴
ん
で
課
税
し
ゃ
う
ご
い
ふ
に
在
る
。
然
る
に
第
二

種
所
得
は
支
携
の
源
泉
地
に
て
課
税
せ
ら
れ
、
義
務
者
に
就
て
課
せ
ら
れ
な
い
。
住
民
の
人
的
課
税
の
補
選
ご
も

な
る
が
、
非
住
民
の
所
得
を
課
す
る
ご
い
ふ
ニ
ご
に
も
な
る
o

つ
ま
り
会
〈
物
税
的
に
間
接
に
義
務
者
を
課
す
る

ご
も
い
へ
る
も
の
だ
か
ら
、
前
記
、
所
得
税
附
加
枕
の
本
来
の
人
税
ご
し
て
の
課
税
趣
旨
に
は
合
は
向
。
第
一
種

法
人
所
得
課
税
に
も
一
部
、
株
主
批
員
た
る
箇
人
に
代
っ
て
納
め
る
ご
い
ふ
酷
か
ら
、
源
泉
的
物
的
課
税
た
る
性

質
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
法
人
を
猫
立
の
人
格
者
ご
し
て
其
に
、
自
然
人
ご
相
並
ん
で
、
人
的
に
課
税
す
る

ご
見
る
ぺ
き
も
の
も
あ
る
。
卸
ち
第
二
種
所
得
ご
は
多
少
異
っ
た
所
が
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。

諭

叢白

資
本
刺
子
殺
及
第
二
種
所
得
殺
の
地
方
附
加
枕
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
三
亙

第
三
続

五



安
本
利
子
枕
及
第
二
種
所
得
積
の
地
方
附
加
積
禁
止
規
定

第

貌

中，、

論

叢
ヨ
課
税
技
術
上
|
|
義
務
者
の
所
属
地
方
の
不
明
さ
い
ふ
・
』
さ
が
、
貫
は
附
加
税
を
此
に
認
め
な
か
っ
た

重
な
る
理
由
で
ゐ
る
。
印
も
第
二
種
所
得
は
源
泉
課
税
で
、

第
三
+
巻

四
三
六

支
梯
地
は
判
る
炉
、

異
の
義
務
者

之
を
受
取
る
入
、

が
何
慮
に
住
居
す
る
か
明
か
で
な
い
。
慮
で
此
殺
は
一
の
人
税
だ
ご
し
て
之
に
地
方
附
加
枕
を
課
す
る
ご
し
て

は
、
之
を
分
明
し
て
居
る
所
の
支
梯
地
の
地
方
園
瞳
の
牧
入
ざ
し
て
し
ま
っ
て
は
、
不
都
合
で
、
何
注
し
て
も
其

義
務
者
た
る
受
領
者
の
所
属
地
方
圏
種
の
も
の
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
其
が
恰
か
も
不
明
だ
さ
い
ふ
以
上

は
、
之
に
つ
き
正
蛍
な
る
附
加
枕
の
課
し
ゃ
う
が
な
い
さ
い
ふ
ニ
ご
に
な
る
。
戒
は
支
梯
地
方
閤
醐
聞
に
、

々
費lf

領
者
を
調
べ
さ
せ
て
、

之
を
受
領
者
の
所
属
地
方
圏
瞳
へ
遁
知
せ
し
め
た
ら
良
〈
は
な
い
か
ぜ
も
考
へ
ら
る
、

が
、
其
れ
で
は
支
梯
地
々
方
圏
瞳
に
過
大
の
負
擦
を
課
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
気
の
毒
で
ゐ
る
の
み
な
ら
や
、
其
調

査
に
間
違
を
生
じ
て
縛
め
に
面
倒
な
争
を
生
じ
な
〈
て
は
済
ま
ぬ
。
此
事
は
先
づ
ム
ハ
ウ
か
し
い
こ
さ
だ
ご
し
て
、

賞
行
を
障
跨
せ
し
め
る
(
註
四
)
O

(
盤
固
)

此
討
に
つ
い
て
は
、
私
は
或
場
慮
に
次
回
如
〈
説
明
し
て
置
い
た
。
卸
ち
所
得
稔
附
加
稀
に
て
第
二
種
所
得
税
の
附
加
稔
を
認
め
な
い
の

は
、
此
が
源
泉
課
税
て
あ
リ
、
之
を
其
の
源
泉
白
属
す
る
地
方
自
附
加
稔
と
す
る
こ
と
は
筒
軍
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
は
不
公
平
と
な
る
し
、
会

平
た
ら
し
め
中
う
と
し
て
、
納
精
義
務
者
た
る
支
捕
を
受
〈
る
人
の
所
属
地
に
よ
り
て
課
さ
う
と
す
れ
ば
、
此
は
賀
行
難
に
堪
へ
ず
と
い
ふ
と
と

か
ら
来
る
と
い
ふ
た
。
倫
ほ
夙
に
ピ
リ
シ
ス
キ
ー
も
、
之
に
闘
し
、
財
産
即
ち
有
基
所
得
の
見
地
か
ら
、
隠
ふ
て
管
業
課
税
を
も
要
求
す
る
と
と

に
な
れ
ば
論
理
上
に
は
、
倶
催
委
本
(
勤
的
費
本
)
由
特
段
な
る
課
稔
を
も
要
す
る
こ
と
に
な
ら
う
。
併
も
其
は
市
町
村
の
手
に
て
は
不
可
能
な
る

事
柄
だ
と
い
ふ
て
居
る
。
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3
地
方
経
済
上

!
l前
記
動
的
資
本
か
ら
の
所
得
に
地
方
附
加
税
を
課

L
、
而
か
も
之
を
其
利
子
の
支
梯

地
方
に
て
課
す
る
ニ
ご
、
す
る
な
ら
ば
、
人
は
其
支
掛
場
所
セ
其
附
加
税
の
比
較
的
一
番
低
い
慮
に
移
す
こ
ど
に

な
b
、
郎
も
資
本
の
往
住
そ
進
め
る
こ
ど
に
も
な
h
て
、
或
地
方
の
繁
楽
に
獲
化
を
来
た
す
こ
ご
に
も
な
る
。
業

は
地
方
の
経
済
を
人
工
的
に
麗
化
さ
せ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
宜
し
く
な
い
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
或
は
之
を
受
領
者
の

住
所
を
調
ぺ
て
其
に
就
い
て
課
す
る
ご
す
る
ご
き
は
、
其
は
前
の
方
法
に
依
る
よ
h
は
一
屠
面
倒
な
方
法
だ
が
、

之
を
敢
て
し
た
ご
す
れ
ば
、
人
が
其
住
所
を
或
度
ま
で
、
茸
(
附
加
税
の
一
番
安
い
慮
に
選
ん
で
移
す
芯
い
ふ
-
』
ご

に
な
b
、
矢
扶
b
閉
じ
ゃ
う
な
結
果
に
な
る
(
註
事
。

{
位
五
}

パ
ス
テ

l
プ
ル
は
、
官
者
が
特
別
の
罰
金
に
従
ふ
地
区
か
ら
其
往
住
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
。
此
白
如
き
は
移
動
白
容
易
な
小
地
医
で
は
臥

る
蓋
然
的
且
つ
重
大
な
危
険
だ
と
銭
し
、
セ
リ
グ
マ
ン
も
、

一OM
F
C
附
加
所
得
税
が
蓮
院
の
誘
惑

E
除
〈
こ
と
が
由
来
な
い
で
あ
ら
う
。
特
に

〉

紐
育
由
宇
う
な
州
に
て
は
税
の
目
的
自
活
め
に
、
住
所
が
容
易
に
慶
更
さ
れ
得
る
に
於
て
然
り
と
い
ふ
て
居
る
。

4
地
方
財
政
上
|
夫
の
動
的
資
本
の
所
得
に
地
方
附
加
税
を
許
す
さ
き
に
、
其
は
大
部
分
、

一
地
方
的

の
も

ωで
な
〈
、
会
園
的
の
も
の
さ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
ゐ
る
の
に
も
拘
ら
や
、
偶
々
、
主
(
持
主
の
住
慮
だ
り
し

地
方
圏
韓
、
又
は
偶
々
、
其
支
携
の
場
廃
た
・
9
し
其
の
財
政
牧
入
を
多
大
な
ら
し
め
て
、
他
の
地
方
圏
瞳
に
は
金

く
奥
か
ら
し
め
m
M

ご
い
ふ
こ
イ
」
に
な
h
、

い
ふ
こ
ご
が
生
?
る
重
大
)
。

か
く
て
地
方
図
瞳
の
聞
に
財
政
枚
入
の
不
均
衡
な
る
配
分
を
生
す
る
さ

論

叢

費
本
利
子
枕
及
第
二
積
所
得
税
白
地
方
附
加
積
禁
止
規
定

七

第
三
+
巻

四
三
七

第

税

Studies in public Seligman， Bastable， Public finance. 3 ed. p. 311. 
日nance.p. 256. 
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;ぉ

譲

/、

資
本
利
子
枕
及
第
-
一
種
所
得
稔
内
地
方
附
加
税
禁
止
規
定

第
三
十
巻

(，九Z
伺 7

量量

四

ノL

{
量
六
)

財
政
の
只
さ
へ
虫
か
な
る
虞
へ
其
上
一
層
盟
か
な
ら

L
品
、
之
に
よ
り
て
宮
市
左
貧
市
と
の
問
白
照
隔
を
、
此
定
よ
り
も
一
層
大
な
ら
し
め
る
こ

と
の
考
か
ら
生
ず
と
い
ふ
。

シ
Z

ワ
ル
ツ
は
、
地
方
の
禿
本
利
子
槍
に
封
す
る
今
日
屡
々
怨
さ
る
る
心
配
は
、
此
の
如
き
も
の
の
採
用
だ
.
官
め
る
都
市
を
し
て
、
其

ろ
資
本
利
子
現
に
附
加
設
を
禁
止
し
た
る
理
由
1

1
資
本
利
子
枕
に
附
加
校
を
認
め
な
か
っ
た
理
由
に
は
、

前
記
、

第
二
階
所
得
税
に
於
け
る
1
ω
理
由
の
知
注
も
の
は
成
立
[
な
い
1

0

此
資
本
不1)

宅~t
11 

(7) 

牧
;話E
;flt 

て
物
税
ご
し
て
課
せ
ら
れ
て
居
り
、

之
が
地
方
附
加
積
も
亦
た
同
様
の
性
質
の
も
の
ご
し
て
課
せ
ら
れ
て
然
る
べ

き
で
ゐ
る
か
ら
、
義
務
者
が
不
明
で
あ
h
J
、
物
的
に
課
せ
ら
れ
る
ニ
ご
に
な
っ
て
も
、
少
し
も
差
支
な
い
。
だ
が

ら
し
て
又
、
此
が
人
税
的
で
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
は
其
附
加
税
を
否
定
す
る
理
由
ご
は
な
ら
な
い
c

其
れ
で
此
が
附

加
税
否
定
の
理
由
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

-
利
盆
胤
則
加
味
の
地
方
物
我
見
地
か
ら

|
l
地
方
税
に
は
能
カ
原
則
に
利
盆
原
則
を
加
味
す
る
ご
レ
ふ

考
が
ゐ
h
、
主
(
刺
盆
原
則
加
味
を
地
方
物
税
に
於
け
る
課
税
物
件
の
選
定
上
に
行
ふ
ご
い
ふ
考
が
ゐ
る
。

之
を
否

定
す
る
ご
い
ふ

ωも
一
一
見
解
で
は
ゐ
る
が
、
併
し
又
之
を
倉
重
す
る
の
考
も
あ
っ
て
、

そ
し
て
我
幽
に
て
は
之
を

費
際
に
認
め
て
居
る
。
既
に
之
を
前
提
し
て
来
る
ご
、
地
方
税
特
に
其
の
物
税
に
於
て
、
地
方
の
一
変
蓬
及
施
設
が

ら
特
別
の
刺
盆
を
受
〈
る
物
瞳
を
一
層
重
〈
課
税
す
る
ず
』
い
ふ
こ
さ
に
な
る
。
随
ふ
て
は
其
地
方
国
瞳
ご
離
る
ぺ

か
ら
す
に
裳
か
ら
し
て
特
別
刺
盆
を
受
〈
る
や
う
な
土
地
家
屋
替
業
に
課
税
上
偏
重
す
る
-
』
ピ
を
免
れ
ぬ
・
』
4
』に
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な
る
。
然
る
に
動
的
資
本
の
や
う
に
全
国
的
、

否
な
世
界
的
に
も
可
動
的
で
あ
っ
て
、

或
地
方
園
鶴
か
ら
特
に
利

盆
を
受
く
る
さ
い
ひ
難
き
も
の
は
、

此
勅
か
ら
し
て
は
特
別
の
課
税
を
し
な
(
て
も
良
い
。
叉
し
な
い
の
が
至
蛍

だ
ご
い
ふ
ニ
ご
に
な
る
(
設
さ
。
既
に
人
耽
(
所
得
税
附
加
耽
叉
は
戸
数
割
)
に
て
一
肱
、

他
の
一
克
素
ご
相
並
ん
で
臆

能
謀
税
を
さ
れ
た
な
ら
ば
、

最
早
其
上
に
特
別
の
課
税
を
す
る
に
は
及
ば
A
V
J

ご
も
い
は
れ
得
る
(
註
八
)
O

{
註
七
』

私
は
或
虎
に
て
、
此
に
闘
し
、

能
力
原
則
に
利
盆
原
則
を
加
味
し
て
地
方
枕
を
仕
組
む
と
骨
に
、
其
物
枕
に
て
利
笹
原
則
が
加
味
さ
れ
た

と
し
て
、
動
的
資
本
は
地
方
刺
住
吉
受
く
る
と
い
び
難
脅
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
除
い
で
も
由
民
い
と
い
ひ
、

又
別
の
島
に
亡
は
、
資
本
利
子
治

ω
み
は
助
的
有
名
I
t
地
力
闘
館
内
施
設
及
鼎
盟
諸
と
の
問
に
利
従
閥
係
の
指
示
ナ
て
骨
も
の
も
な
い
と
い
・
?
に
。
内
川
ぽ
ロ
ッ
ツ
位
、
不
動
所
所
有
者

及
管
業
者
の
地
主
的
意
課
に
翠
〈
給
付
及
反
封
給
付
の
立
脚
動
か
ら
、
地
方
税
に
依
る
資
本
利
航
者
の
重
課
は
掠
護
せ
し
め
ず
と
震
し
、

フ
イ
ス

チ
ン
ゲ
も
、
資
本
利
子
扮
に
は
特
段
な
る
別
待
負
擦
と
い
ふ
ζ

と
が
会
〈
排
除
せ
ら
る
る
J

此
枕
に
は
、
特
段
な
る
利
盆
負
櫨
ル
採
用
す
る
必
要

5
 

止
な
け
れ
ば
可
能
性
も
な
V

と
い
ふ
て
居
る
。

註
八.

我
邦
に
て
は
芦
鍛
割
の
採
ら
る
る
場
舎
に
は
、
タ
〈
と
弘
法
規
上
は
、
其
摘
む
べ
き
能
力
中
に
は
、
動
的
資
本
の
殆
ん
Y
凡
べ
て
を
納
羅

し
て
居
る
品
ら
良
い
が
、

所
符
続
附
加
殺
の
採
ら
れ
た
と
き
に
は
、
其
に
て
第
二
種
所
得
税
の
附
加
殺
を
謀
せ
ぬ
か
ら
、
動
問
費
本
利
子
中
、
・
昨
ノ

t
と
も
此
第
二
務
所
刊
に
か
か
る
も
の
が
地
方
人
税
か
ら
抜
け
て
居
る
こ
と
に
な
る
。
其
れ
だ
け
に
て
は
‘
本
文
に
ド
」
こ
止
が
訊
ら
な
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
。

t阜、

2
課
税
技
術
上

l
ー
に
は
、

之
を
地
方
圏
鵠
が
其
義
務
者
の
住
所
別
に
取
る
こ
ご
は
六
っ
か
し
〈
、

き
り
ご
て
之
を
支
携
の
場
所
で
取
る

英
資
本
利
子
税
の
甲
輔
の
如
〈
、

第
二
積
所
得
税
に
附
帯
し
て
取
る
も
の

ご
す
れ
ば
、

乙
種

ω義
務
者
の
住
所
に
就
い
て
取
る
の
さ
は
均
衡
が
取
れ
な

其
は
賀
行
は
し
易
い
け
れ
ど
も
、

~ 

iilsJ 

資
本
利
子
稔
及
第
=
程
所
得
税
白
地
方
附
加
稀
禁
止
規
定

四

ブL

第

続

義

第
一
一
一
十
巻

1L 
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章弘

資
本
利
子
槍
及
第
二
種
所
得
稔
白
地
方
附
加
稔
禁
止
規
定

第
三
十
巻

第

畳量

。

四
回

O

し、。

乙
種
を
も
支
掛
の
場
所
に
つ
き
課
す
る
ご
す
る
こ
ご
も
出
来
歩
、

か
〈
て
義
務
者
の
住

さ
'
フ
か
ご
い
ふ
て
、

所
地
、

支
捕
の
場
所
の
何
れ
か
一
方
に
掴
憎
め
る
こ
ご
は
難
〈
、

甲
種
乙
種
各
別
の
慮
で
取
っ
て
は
葉
地
方
聞
の
分

配
が
一
公
平
で
も
な
〈
、

き
り
ご
て
之
を
会
卒
に
し
て
而
か
も
貸
行
し
得
る
や
う
な
分
配
方
法
が
見
付
か
ら
同
ご
い

ふ
の
で
、

己
む
を
得
十
之
を
地
方
課
税
ご
し
て
は
止
め
に
し
ゃ
う
か
芯
い
ふ
ニ
ご
に
も
な
る
韮
九
)
O

(
控
九
)

私
は
戎
慮
に

r、
之
に
つ
奇
、
動
的
資
本
は
地
方
聞
悼
と
し
て
は
捕
悦
人
総
一
ー
と
い
ふ
と
と
も
も
あ
り
、

い
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
と
錦

L
、
別
の
虜
に
て
、
技
術
よ
、
動
的
費
本
は
地
方
闘
世
に
て
之
を
捕
捉
し
難
〈
、
又
俄
令
之
を
捕
鵠
し
た
と
し
て

6
 

も
、
公
平
な
ら
ぎ
る
結
呆
に
賜
し
易
き
の
故
に
除
か
る
と
し
た
。

H
つ
地
方
的
に
公
平
に
分
別
し
維

3
地
方
極
溝
上

l
l資
本
利
子
税
に
地
方
附
加
税

ω賦
課
を
許
す
ご
き
に
、

高
低
が
地
方
に
よ
り
匝
々
た
る
ご
き
に
は
、
人
は
出
来
る
だ
け
業
安
き
又
は
共
の
之
な
き
慮
を
支
梯
場
所
ご

L
又

そ
し
て
此
附
加
枕
の
有
無
、

は
住
所
ご
す
る
こ
ご
に
な

h
て
、
其
潟
め
に
地
方
の
紫
祭
を
人
工
的
に
左
右
す
る
こ
ご
に
も
な
る
0

・
此
も
亦
、

設
の
附
加
積

ω
一
の
棋
貼
で
ゐ
る
(
詰
一
♀
。

{註

-o」

一
部
共
住
所
を
自
由
に
選
か
得
る
で
つ
な
資
本
利
嫡
者
自
重
課
と
い
ふ
乙
と
に
は
、
さ
な
〈
止
も

ロ
ッ
ツ
は
、
便
宜
白
立
脚
動
か
ら
、

高
聖
地
方
拾
を
有
ち
、
そ
し
て
租
稀
カ
の
大
な
元
棄
の
衆
佳
に
よ
り
て
の
み
負
婚
を
盤
易
と
さ

ι得
る
市
町
村
に
於
て
、
恰
か
も
高
音
資
本
利
子

〉7
 

負
掲
の
心
配
が
来
住
を
妨
戸
、
る
と
と
と
な
る
と
い
ふ
困
難
が
封
立
す
と
い
ふ
。

4
地
方
財
政
上
!
ー
に
は
前
に
、
第
二
種
所
得
枕
の
附
加
耽
に
つ
い
て
い
ふ
た
ニ
ご
が
、
此
に
も
嘗
て
鼠

4晶
e
h
v

。

此
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B
右
に
罰
す
る
批
評

い
第
二
種
所
得
税
附
加
枇
否
定
論
に
封

L

-
所
得
枕
附
加
枇
の
課
税
趣
旨
ょ
、
り
す
る
も
り
|
|
に
費
し
て
は
、
所
得
税
附
加
聴
が
地
方
に
さ
・
り
て
は

人
設
さ
し
て
課
せ
ら
る
、
ご
し
て
も
、
既
に
国
税
本
耽
た
る
所
得
耽
に
於
て
、
第
二
積
所
得
課
税
を
以
て
、
第
三

種
り
綜
合
所
得
課
税
の
例
外
ご
し
て
、

之
に
附
帯
し
た
特
別
扱
の
も
の
ご
し
て
居
る
以
上
、

之
が
地
方
附
加
現
に

ゐ
り
て
も
、
著
し
く
此
第
二
種
所
得
課
税
を
特
別
扱
ご
し
第
三
種
所
得
課
枕
の
附
帯
的
の
も
の
さ

L
て
存
在
せ
し

め
な
り
れ
ば
、
葉
れ
に
り
が
附
加
殺
か
ら
援
り
る
こ
ご
に
な
hJ
、
不
公
苧
な
結
果
に
な
る
。
で
業
れ
じ
も
矢
脹
b

附
加
枕
を
課
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
も
地
方
税
に
て
人
税
の
み
を
課
す
る
ご
い
ふ
な
ら
ば
、
此
第
二
種
所
得

課
銃
の
や
う
な
物
税
へ
の
附
加
税
を
か
げ
る
-
』
ご
が
出
来
ぬ
こ
ご
に
な
ら
う
が
、
地
方
税
に
は
人
税
も
物
税
も
あ

っ
て
可
保
で
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
位
A

ザ
之
を
物
税
だ
ご
し
て
も
、
斯
か
る
枕
へ
の
附
加
枕
が
地
方
に
存
す
る
こ
ご
は

少
し
も
差
支
な
き
誇
で
ゐ
る
。

2
課
税
技
術
上

1
lの
理
由
に
劃
し
て
は
、
論
者
は
、
義
務
者
の
所
属
地
方
が
不
明
で
技
術
上
掴
み
難
い

ご
い
ふ
が
、
此
第
二
種
所
得
税
附
加
税
を
一
の
人
税
ご
し
て
課
す
る
の
だ
ご
、
之
が
義
務
岩
の
佳
所
を
求
め
な
〈

て
は
な
ら
守
、
熱
る
さ
き
に
其
が
技
術
上
六
っ
か
し
い
ご
い
ふ
・
』
ご
に
な
る
り
れ
ど
も
、
之
を
以

t
入
枕
の
特
例

た
る
一
の
物
税
さ
見
る
・
』
ご
が
出
来
、
然
る
さ
き
は
別
に
、
義
務
者
の
住
所
を
求
h
u
る
に
及
ば
宇
、
支
梯
の
場
廃

論

設

資
本
刺
子
枕
及
第
三
種
所
得
続
四
地
方
附
加
枕
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
回

第

貌

• 



J布

萌
河
本
利
子
拾
及
第
二
積
所
得
槍
白
地
方
附
加
続
禁
止
規
定

議

~g 

四

第

競

第
三
十
巻

の
属
す
る
地
方
国
瞳
の
税
ご
し
て
も
可
で
あ
り
、
業
な
れ
ば
技
術
上
課
も
な
〈
行
は
れ
得
る
。
共
に
ご
地
積
管
業

牧
盆
枕
な
ど
さ
同
等
に
扱
は
れ
る
こ
ご
に
な
る
o

戒
は
之
に
つ
き
、
其
刺
子
の
支
抑
機
闘
が
厳
格
な
る
意
味
に
て

物
瞳
の
所
在
地
、
牧
盆
の
源
泉
地
で
は
な
い
。
例
之
、
公
債
利
子
だ
ご
某
刺
子
支
拐
の
銀
行
所
在
地
よ
h
も
む
し

ろ
芸
圃
債
の
属
す
る
園
の
首
都
(
尤
も
我
邦
に
て
は
国
債
利
子
は
第
二
樟
所
得
税
に
て
は
無
税
で
、
問
題
に
な
ら

叫
が
〉
其
地
方
債
の
溺
す
る
地
方
の
方
が
本
嘗
め
源
泉
に
ご
も
い
v

ふ
。
批
僚
刑
子
な
れ
ば
之
を
支
掛
ふ
銀
行
所
在

地
で
な
く
し
て
む
し
ろ
英
債
務
曾
匙

ω本
底
所
在
地
炉
本
嘗
の
源
泉
だ
さ
も
い
ふ
が
、
併
し
助
場
合
、
支
梯
地
を

課
税
構
者
た
る
地
方
ど
す
る
方
が
、
俄
A

ザ
皮
相
的
ご
い
ふ
嫌
は
ゐ
る
に
も
せ
よ
、

一
屠
多
〈
各
地
方
に
努
散
せ

L

め
て
各
地
方
の
枚
入
源
を
作
る
所
以
で
ゐ
り
、
且
つ
刺
子
牧
得
者
帥
も
義
務
者
の
住
所
地
に
も
一
致
す
る
可
飽
性

を
多
か
ら
し
め
る
の
利
盆
が
ゐ
る

(
恐
ら
〈
各
の
受
取
人
は
自
己
の
住
所
地
か
少
〈
芯
-b
比
に
近
き
慮
に
て
其
支

携
を
受
〈
る
・
』
ど
に
な
る
)
。

3
地
方
経
済
上

l
成
穫
此
附
加
税
の
許
さ
る
、
ご
き
に
、
地
方
に
よ
り
課
否
及
大
小
の
異
る
矯
め
に
費

本
利
子
支
携
の
場
廃
の
移
動
ご
い
ふ
・
-
ど
は
ゐ
り
得
る
け
れ
ど
も
、

主
(
は
大
し
た
こ
ご
で
は
な
〈
註
一
一
)
、
叉
各

地
方
ご
も
出
来
る
だ
け
之
に
つ
き
均
等
の
負
措
を
課
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
避
〈
る
こ
之
が
出
来
る
で
あ
ら
'
フ
(
註
一

一、-。(
註
-
-
)

ヲ
グ
ナ
ー
は
、
動
的
資
本
の
殺
が
資
本
を
地
方
圏
強
か
ら
兎
放
す
と
い
ふ
心
配
は
誇
張
だ
と
矯
す
。

「
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ワ
グ
ナ

1
は
、
(
財
産
税
に
地
方
附
加
稔
を
課
す
れ
ば
品
川
本
利
殖
者
が
往
住
す
る
と
い
ふ
非
難
日
針
し
て
)
隣
接
地
方
に
於
け
る
と
同
様

な
る
立
法
及
行
政
の
質
際
に
よ
り
て
避
け
ら
れ
る
と
い
ふ
て
居
る
。

『
註
-
ニ
)4

地
方
財
政
上
|
|
此
枕
の
附
加
耽
の
潟
め
に
、
地
方
財
政
聞
に
牧
入
の
不
均
衡
な
る
分
配
ご
な
る
の
は

己
む
含
得
な
い
。
各
地
方
の
聞
に
課
税
物
件
の
多
少
が
あ
り
、
芸
品
凋
め
枚
入
げ
か
不
均
衡
ピ
な
っ
て
も
其
は
致
方
が

な
い
。
之
が
匁
め
に
牧
入
が
少
く
て
困
ま
る
地
方
が
あ
る
ご
す
れ
ば
、
其
は
別
に
国
家
か
ら
補
助
す
る
の
途
を
詩

す
れ
ば
良
〈
、

其
に
よ
h
，
牧
入
の
豊
か
な
h
，
得
る
地
方
以
、

之
を
以
て
必
要
適
切
の
施
設
を
潟
す
べ
き
で
ゐ
。
、

一
之
を
使
ひ
符
泊
三
い
ふ
の
で
は
泊
に
窮
属
な
こ
ど
で
あ
る
。

取
入
の
多
〈
あ
り
符
る
仁
も
拘
ら
中
、

ろ
費
本
利
子
校
附
加
耽
否
定
論
に
封
し

-
刺
盆
原
則
上
1

1
地
方
税
に
て
は
能
力
原
則

ω上
に
、
利
盆
原
則
加
味
s

己
い
ム
こ
ご
が
認
め
ら
る
、

之
か
ら

L
て
土
地
家
屋
管
業

ω重
課
ご
い
ふ
こ
ご
も
認
め
ら
る
、
け
れ
左
も
、
併
L
其
れ
だ
か
ら
ご
い
ふ

L て
、
地
方
物
税
ご
し
て
土
地
家
屋
管
業
の
み
に
課
せ
よ
ご
い
ふ
こ
ご
に
は
必
今

L
も
な
ら
な
い
。
此
三
の
も
の
ご

相
並
ん
で
仮
A
T
其
等
よ
り
は
軽
い
卒
で
あ
る
ご
し
て
も
、
動
的
資
本
に
も
梼
し
く
物
税
を
課
し
て
差
支
な
い
。

面
、
此
動
的
資
本
利
子
も
一
の
財
産
的
所
得
で
あ
る
以
上
は
、
少
く
さ
も
勤
勢
所
得
に
比
し
て
は
、
能
カ
原
則
か

ら
い
ふ
て
も
、
宮
.
課
し
て
良
い
罪
で
あ
り
、
地
方
耽
に
で
も
、

一
般
所
得
税
附
加
校
の
外
仁
、
資
本
利
子
親
附
加

枇
e
V
』
課
す
る
を
至
嘗
ご
す
る
正
一
コ
一
)
0

其
ば
か
り
で
は
な
(
、
利
盆
原
則
加
味
か
ら
い
ふ
て
も
資
本
利
子
が
土
地

iJ~ 
』問

援

資
本
利
子
稔
及
第
二
種
所
得
殺
の
地
方
附
加
稔
禁
止
規
定

四
四

第

量量

第
三
十
巻
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論

叢

第
三
十
巻

四

第

披

費
本
利
子
稔
及
第
二
種
所
得
税
白
地
方
附
加
荷
禁
止
規
定

四
四
回

家
屋
替
業
所
得
ご
全
然
異
つ

τ、
地
方
か
ら
全
く
特
別
利
盆
を
受
り
ぬ
の
か
ど
い
ふ
ご
、
き
う
で
は
な
く
、
矢
張

ち
之
を
受
げ
て
は
居
る
の
で
あ
る
。
た
い
其
が
可
動
で
ゐ
る
だ
け
に
て
、
立
戸
地
方
ど
の
関
係
が
密
で
な
い
ざ
い
ふ

だ
り
の
相
逗
ゐ
る

ωみ
で
あ
る

o
rか
ら

L
て
利
盆
原
則
加
味
か
ら
い
ふ
て
も
幾
ら
か
特
別
課
税
の
理
由
は
成
立

つ
の
で
あ
る
し
、
其
は
醤
ら
く
措
〈
ざ
し
て
も
能
力
原
則
上
に
は
明
か
に
勤
券
所
得
者
に
比
し
て
一
唐
に
重
き
特

別
負
携
eg
理
由
づ
り
、
此
見
地
か
ら
し

τ資
率
利
子
税
仁
附
加
耽
を
肯
定
せ

F
る
を
待
立
ら
し
め
る
。

{
註
=
=
)

ワ
グ
ナ
ー
は
、
市
町
村
に
於
け
る
不
動
的
所
有
(
土
地
家
屋
管
業
E
合
む
)
白
特
別
負
携
白

E
嘗
を
認
め
て
も
、
動
的
資
本
白
直
接
地
方

積
に
於
げ
る
有
利
な
る
地
位
(
之
を
特
に
課
税
せ
ぬ
と
い
ふ
)
は
、
決
し
て
無
非
難
で
は
な
い
と
鑓
す
。

2
課
税
技
術
上
ー
ー
の
理
由
に
劃
し
て
は
、
資
本
利
子
的
甲
種
に
は
義
務
者
の
住
所
不
明
ご
い
ふ
こ
ど
が

ゐ
る
け
れ
ど
も
、
資
本
利
子
税
に
て
は
、
第
二
種
所
得
枕
の
如
〈
、
人
税
に
於
げ
る
特
例
・
己
い
ふ
の
ご
も
異
り
、

会
く
一
の
物
税
ご
し
て
、
地
租
家
尾
枝
管
業
税
ご
同
等
扱
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
出
向
夏
に
、
此
に
て
は
義
務
者
の

住
所
に
就
き
課
せ
す
、
主
(
物
瞳
の
所
在
地
、
此
場
令
に
て
は
支
梯
場
所
を
支
配
す
る
地
方
の
税
ご
し
て
差
文
な

ぃ
。
き
す
れ
ば
技
術
上
、
最
容
易
に
附
加
殺
を
課
し
得
る
。
銑
に
資
本
利
子
の
甲
種
を
支
拐
の
場
蕗
に
つ
い
て
附

加
課
税
す
る
ご
き
は
、
其
ご
の
鈎
A
口
上
、
資
本
利
子

ω
乙
時
を
も
其
支
掛
者
に
就
い
て
課
し
な
く
て
は
な
ら
凶
や

う
だ
が
、
共
で
は
技
術
上
少
〈
さ
も
我
邦
で
は
却
っ
て
面
倒
に
な
る
か
ら
行
ひ
難
い
。
叉
賓
際
、
資
本
利
子

ω乙

種
の
如
き
は
之
を
支
拐
者
に
就
い
て
課
す
る
ご
し
て
も
、
牧
得
者
の
所
属
地
方
ご
は
大
差
な
き
地
方
に
て
課
す
る
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ニ
ゾ
』
、
な
ら
う
し
、

之
守
牧
得
者
の
所
属
地
方
の
穂
ご
し
て
も
忍
ぶ
ぺ
き
ニ
ご
に
麗
す
る
。

3
地
方
樫
糖
及
財
政
上

l
ー
の
理
由
に
劃
し
て
は
前
に
、
第
二
種
所
得
税
附
加
税
に
つ
き
い
へ
る
も

ωを

準
用
し
て
批
評
し
得
る
。
重
ね
て
之
を
詑
〈
こ
ど
を
省
〈
。

二
課
税
の
積
極
的
理
由
|
|
以
上
、
不
課
税
論
を
奉
げ
且
つ
之
を
批
評
し
た
が
、
夏
に
之
が
親
税
す
ぺ
き
所
以
の

積
極
的
根
擦
を
奉
げ
や
う
。

川
会
卒
課
税
上

1
l今
日
の
や
う
に
、
動
的
資
本
利
一
千
に
第
二
積
所
得
枕
ご
費
本
利
子
枕
ご
の
附
加
税
を
課
し

な
レ
ピ
レ
ふ
イ
」
、
英
以
一
の
財
産
的
所
得
で
あ
ち
な
が
ら
拙
苦
闘
に
樫
き
負
諺
在
す
る
こ
ど
に
な
る
c

一
方
に
は
士

地
家
屋
響
業

ω所
得
に
調
し
、

他
方
に
は
勤
労
所
得
に
謝
し
て
も
不
均
衡

ω負
撞
ご
な
る
。
特
に
我
邦
に
於
て
家

屋
税
山
り
轄
嫁
に
よ
り
て
貧
民
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
へ
、
戸
数
割
、
雑
穏
枕
の
下
屠
民
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
も
考

へ
る

F
き
に
、
動
的
資
本
所
得
者
を
寛
大
に
す
る
の
は
甚
し
き
不
都
合
ご
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
し
て
夫

の
二
税
に
附
加
税
を
許
す

ωが
会
必
・
課
税
上
に
は
正
し
い
(
註
一
四
}
。
若
夫
れ
利
盆
原
則
加
味
に
至
り
て
は
、
特
に

資
本
利
子
税
の
附
加
税
に
つ
い
て
二
次
的
に
率
の
盛
り
方
に
て
手
加
減
す
れ
ば
良
い
。

(
註
-
四
)

ワ
グ
ナ

1
は
、
地
方
に
於
け
る
資
本
課
税
に
よ
り
て
{
宥
基
所
得
重
課
と
い
ふ
)
公
正
及
枇
合
政
策
の
要
求
が
充
た
さ
れ
る
。
か
か
る
有
-

基
所
得
白
重
課
か
ら
動
的
資
本
を
免
除
す
る
己
と
は
、
会
〈
維
持
す
べ
か
ら
ざ
る
特
権
だ
と
鋳
し
，
カ
ウ
フ
マ
シ
も
、
費
本
刺
子
殺
を
賞
際
に
侠

〈
と
い
ふ
こ
と
が
、
不
動
産
所
有
の
不
公
正
な
る
偏
重
に
闘
す
る
不
公
平
を
生
じ
た
と
錦
し
、

v
z
ワ
ル
ツ
も
、
地
方
稔
鎧
系
中
に
於
貯
る
資
本

論

議

安
本
利
子
殺
及
第
二
種
所
得
税
の
地
方
附
加
税
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
四
五

第

貌

五



論

議

六

資
存
利
子
祇
及
第
二
種
所
得
拾
の
地
方
附
加
稀
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
四
穴

第

貌

利
子
拾
の
採
用
は
.
給
げ
能
力
の
考
に
相
営
ず
る
。
共
の
純
然
た
る
勢
働
所
得
に
封
比
し
一
一
暦
給
付
能
力
の
大
い
こ
と
は
‘
多
〈
四
管
業
所
符

(
此
に
て
は
往
々
に
し
で
、
特
に
小
中
団
長
講
に
て
は
主
と
し
て
勢
働
所
得
で
あ
る
)
又
は
自
作
農
の
土
地
所
有
に
於
け
る
よ
り
も
一
一
暦
疑
少
き
も
の

だ
と
錫
ナ
。

此
毎
の
掛

hu
あ
る
に
拘
ら
ず
、

人
は
牧
盆
税
の
範
聞
に
又
は
有
基
所
得
の
特
別
課
税
の
局
め
の
一
般
所
得
税
の

叫
ノ
シ
ン
ス
キ
ー
も
.

補
完
と
し
て
資
本
利
子
拾
を
断
結
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
と
団
地
し

ザ一
i
，
ヘ
ル
ヒ
も
、

λ

宝
春
投
負
婚
を
、
報
償
原
則
の
扶
礎
か
ら
し
て
、
割
合
に

hv

政
白
利
害
関
係
者
に
諜

T
b
こ
と
は
、
習
に
此
者
に
堪
ゆ
べ
か
ら
ず
る
廊
迫
を
行
ふ
の
み
で
な
〈
、
市
町
村
が
人
民
の
凡
べ
て
の
階
殺
を
包
括

し
、
及
凡
べ
て
の
者
に
用
立
つ
こ
と
の
事
貨
に
も
反
す
る
こ
と
と
な
ら
う
。
か
く
て
市
町
村
は
安
本
利
子
枕
の
附
加
耽
を
も
逃
げ
る
こ
と
が
出
来

ぬ
と
」
に
な
る
と
い
ひ

コ
シ
ラ

l
y
も
、
普
魯
聞
に
て
牧
盆
税
位
系
の
採
用
後
に
脊
本
利
子
枕
を
依
昏
去
る
ζ

と
口
、

著
し
き
依
貼
と
さ
る
司

Ii') _ ... 
」

あ
:> 

士

と

f五
L 

オ
d

l

ワ
は
、
英
闘
に
て
脊
本
R
A
M
P

よ
り
川
町
一
ず
る
所
得
が
救
貧
総
机
仙
北
(
仙
の
地
力
枕
世
阿
川
品
る
肢
に
於
で
可

土
地
及

家
屋
に
放
下
さ
れ
た
費
本
が
不
常
に
負
瀦
せ
し
め
ら
る
る
と
翁
す
G

制
彼
に
依
る
と
、

ザ
リ
ス
ペ
リ
ー
が
嘗
て
次
の
言
を
怨
し
た
と
V

ふ
こ
・
と
て

あ
る
。
日
〈
、
何
故
に
コ
ン
ツ
ル
の
七
億
五
千
高
傍
の
持
去
が
絶
封
に
免
税
せ
ら
れ
て
、
貧
民

E
救
済
し
数
育
を
準
備
す
る
義
務
が
、
自
身
の
土

珊
由
を
見
出
す
に
脅
し
む
と
、
此
も
同
趣
旨
で
あ
る
。

地
又
は
家
屋
を
占
有
す
る
貧
な
る
隣
人
に
任
か
さ
る
る
か
、

B
財
政
枚
入
上
ー
ー
に
は
、

卒
な
る
そ
し
で
貧
民
を
苦
し
め
る
や
う
な
税
も
が
行
は
れ
て
居
る
。
而
か
も
他
方
に
、

今
日
我
邦
に
て
も
地
方
財
政
は
特
に
牧
入
難
を
嘆
じ
て
居
る
o

其
篤
め
随
分
不
一
公

此
第
二
判
所
得
税
や
資
本

利
子
枕
や
の
や
う
に
、

資
本
家
の
負
鎗
さ
な
る
ぺ
き
も
の
の
附
加
税
を
高
知
十
る
に
至
つ
て
は
愚
の
至
り
で
ゐ
る
。

之
に
も
附
加
校
を
課
す
る
の
が
堪
へ
易
き
所
か
ら
し
て
一
大
牧
入
を
泉
や
る
所
以
で
あ
り
五
一
豆
、

其
慮
に
て
は

負
猪
カ
も
大
で
、

依
カ
も
大
い
か
ら
‘

枚
入
の
屈
伸
カ
も
随
っ
て
大
い
・
』
ご
が
出
来
る
。

必
要
ど
ゐ
ら
ば
棺
率
も

出
来
る
し
増
率
せ
A
V

ど
も
、

同
然
増
牧
も
期
待
し
得
ら
れ
る
。
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(
註
-
五
}

ヮ

r
ナ
ー
は
、
地
方
に
於
け
る
費
本
課
税
に
よ
り
て
、
地
方
税
袋
(
特
に
寄
人
の
大
都
市
に
於
け
る
)
が
大
且
つ
正
賞
な
る
牧
入

E
得
る

て
あ
ら
う
と
銘
し
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
は
、
地
方
に
安
本
利
子
殺
を
依
〈
こ
と
に
よ
り
で
、
地
H

魯
問
(
及
ザ
グ
セ
シ
}
の
市
町
村
に
大
に
し
て
且
ヲ
盆
々

2
 

常
大
す
る
収
入
源
を
失
は
し
め
て
居
る
と
い
ふ
て
居
る
。

C
経
済
及
一
此
曾
上
ー
ー
に
は
、
動
的
資
本
に
相
常
課
税
を
錦
す
こ
ご
を
忘
れ
て
、
土
地
や
家
屋
や
趣
向
業
な
ど
に

ば
か
り
重
く
課
す
る

t
sじ
は
、
此
等
一
ω一
物
の
負
擦
を
過
大
な
ら
し
め
て
、
産
業
俊
速
を
妨
や
る
u

M

J

」
に
も
な
。
、

又
、
貧
民
腔
迫

ω
結
果
に
も
騎
着
す
る
。
或
は
共
地
方
の
繁
祭
を
抑
ゆ
る
ご
い
ふ
こ
さ
に
も
な
る
。
動
的
資
本
に

去
の
附
加
枕
を
剖
附
す
る
ご
告
じ
も

y…
仁
右
の
負
捻
台
分
際
せ
し
め
る
を
得
て
、
土
地
家
毘
修
業

ω負
躍
が
幾
一
砕
か

楽
に
な
り
、
産
業
の
座
迫
を
和
げ
、
貧
民
の
苦
し
み
を
緩
め
る
乙
い
ふ
こ
ご
に
も
な
り
得
る
。

第
二
段

附
加
税
課
税
の
方
法

上
に

ν
ふ
如
く
に
し
て
、
第
二
積
所
得
税
並
に
資
本
刺
子
税
に
も
附
加
税
を
課
す
る
の
を
至
嘗
ざ
し
て
、

き
て
其

方
法
を
何
う
す
る
か
ど
い
ふ
ご
、

一
課
税
権
者
1
ー
ー
に
つ
い
て
は
、

A
義
務
者
の
住
慮
地
に
て
課
税
す
べ
き
も
の

1
|資
本
利
子
殺
の
乙
荷
利
子
は
、
第
三
種
所
得
税
に
附
帯
し
て

課
す
る
も
の
だ
か
ら
、
技
術
上
も
義
務
者
の
住
世
陣
地
に
て
課
す
る
を
便
ご
す
る
し
、
本
質
上
に
も
此
に
て
課
税
し

元自

議

七

費
本
利
子
枕
及
第
二
種
所
得
税
申
地
方
附
加
税
禁
止
規
返

第
三
十
巻
与
を
四
四
七

第

貌

Schwarz， a. a. O. S. 47. Wagner， Die五nanzielleMitbeteiligung. S 

32. 

Il:) 



論

震

資
本
利
子
稔
及
第
二
積
所
得
稔
白
地
方
附
加
積
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
四
八

第

挽

" 

て
差
支
な
い
。
綴
り
に
之
を
借
入
の
住
底
地
(
郎
ち
支
調
者
の
佳
世
陣
地
)
に
て
課
す
る
ご
す
れ
ば
、
其
は
却
っ
て
技

術
上
一
屠
面
倒
ご
な
る
I-
、
さ
う
せ
A
V
L
て
、
義
務
者
卸
も
牧
得
者
の
住
慮
地
課
税
ご
し
て
も
、
支
梯
者
の
住
蕗

地
課
税
ご
し
た
の
さ
大
差
の
な
い
こ
ど
に
な
り
得
ゃ
う
。

B
源
泉
課
税
芯
す
べ
き
も
の
1

1
其
は
前
記
の
も
の
以
外
の
課
税
物
件
、
卸
ち
第
二
種
所
得
及
費
本
利
子
殺
の

甲
種
利
子
に
つ
き
て
然
、
り
ご
す
る
。
此
に
も
夏
ら
に
細
別
す
る
ご
こ
の
方
法
が
あ

h
、

h
v

軍
に
支
梯
機
関
虞
在
地
課
税
ご
す
る
も
の
1
ー
が
其
一
で
あ
る
o

即
ち
利
子
利
金
の
支
梯
地
、
恐
ら
く
は

銀
行
信
託
曾
枇
な
ど
の
本
支
底
所
在
地
に
て
課
す
る
こ
ど
に
な
る
c

此
れ
だ
さ
、
何
ほ
ど
か
其
利
子
利
盆
の
本
嘗

の
根
源
地
ご
は
異
る
ご
い
ふ
嫌
H
H

あ
る
げ
れ
ど
も
、
技
術
上
に
は
最
容
易
で
あ
る
し
、
物
殺
さ
し
て
又
は
物
税
的

の
も
の
ご
し
て
課
す
る
さ
し
て
は
、
此
れ
で
、
そ
ん
な
に
不
都
合
な
も
の
さ
は
い
へ
な

ν。
併
し
、

ろ
国
家
に
於
て
本
税
ご
一
緒
に
地
方
附
加
枕
に
営
る
一
定
率
の
も
の
を
牧
納
し
、
之
を
或
標
準
(
例
之
、
前

々
年
度
ゆ
各
地
方
税
枚
入
総
額
)
に
よ
b
各
地
方
(
府
職
ご
市
町
村
ご
ニ
段
に
分
り
て
)
に
分
配
す
る
さ
い
ふ
方
法

ー
ー
も
あ
り
得
る
。
此
方
法
に
は
技
術
上
、
此
が
分
醍
標
準
の
精
密
に
適
切
な
る
も
の
を
得
る
こ
ご
の
出
来
m
H
J」

い
ふ
侠
賠
は
ゐ
る
け
れ

Y-も
、
共
き
へ
忍
よ
な
ら
ば
、
之
に
よ
h
何
れ
の
地
方
に
も
財
政
上
の
一
山
収
入
源
を
供
す

る
の
み
な
ら
す
、
従
来
存
し
た
る
動
的
資
本
の
渇
軽
負
携
ご
い
ふ
不
一
公
卒
を
緩
和
し
矯
正

L
得
る
。
倫
又
、
前
記

の
支
揚
地
を
し
て
課
税
せ
し
め
た
場
合
に
於
り
る
や
う
な
、
何
程
か
、
本
嘗
の
利
子
利
盆

ω根
源
ざ
は
異
る
ご
い
1



ふ
非
難
も
避
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
此
方
法
で
は
動
的
資
本
の
可
動
性
に
考
へ
て
、
支
梯
地
さ
か
債
務
者

ω佳
世
陣
地

一
園
金
曜
を
一
括

L
て
か
、
、
る
利
子
利
益
の
根
源
ご
見
て

か
、
る
の
で
ゐ
る
。
恐
ら
〈
は
此
方
法
の
方
が
前
の

B
り
い
の
方
法
に
比
し
て
は
勝
る
で
あ
ら
う
し
、
或
は
A
の

方
法
を
一
部
の
も
の
に
行
ふ
こ
ど
を
も
止
め
て
、

B
の
ろ
で
凡
べ
て
の
第
二
積
所
得
税
及
資
本
刺
子
殺
の
附
加
税

ご
か
い
ふ
一
一
地
方
を
利
子
刺
誌
の
源
泉
ご
見
守
し
て
、

を
統
一
し
て
も
良
〈
は
な
い
か
ご
思
ふ
。

ニ
税
率
|
|

A
資
本
利
子
校
附
加
校
ー
!
ー
の
芸
は
、
地
租
管
業
杭
の
如
く
、
課
税
物
併
が
地
方
的
刺
盆
関
係
の
密
接
な
る
も

の
に
比
し
て
は
、
多
少
軽
率
・
ざ
し
て
も
良
い
c

否
な
む
し
ろ
一
屠
軽
く
し
た
方
が
否
長
田
ご
思
は
れ
る
(
註
一
さ
。

(駐=。
ワ
グ
ナ
l
は
、
地
方
費
本
殺
は
物
税
(
土
地
家
犀
替
業
税
)
よ
り
は
一
層
臨
き
度
に
て
課
せ
ら
る
る
L
7

得
、
叉
課
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら

ぬ
と
伐
し
、
シ
ユ
ワ
ル
ツ
は
、
特
に
南
濁
諸
邦
に
現
は
れ
た
第
三
の
牧
盆
殺
源
た
る
資
本
利
子
検
に
て
は
.
不
動
産
や
替
業
の
宇
う
に
、
利
盆
殺

が
市
町
村
に
と
ロ
リ
て
は
舘
て
依
ら
な
い
。
此
理
由
か
ら
し
て
、
南
弱
諸
邦
に
て
も
.
資
本
利
子
稔
は
他
白
政
命
続
(
地
租
家
信
税
管
業
精
)
の
唯
だ

半
分
だ
け
諒
せ
ら
る
る
と
い
ふ
て
居
る
。

B
第
二
開
所
得
税
附
加
税
|
|
ご
し
て
は
、
併
し
右
の
如
き
特
別
考
慮
は
不
用
で
あ
り
、
随
ふ
て
他
の
所
得
税

部
ご
同
等
に
附
加
税
率
を
定
め
て
可
然
で
ゐ
る
。
此
に
多
少
物
税
的
性
質
が
ゐ
る
ざ
し
て
も
、
本
来
、
此
が
第
三

樟
所
得
税
ご
い
ふ
一
般
綜
合
所
得
税
の
特
別
の
代
り
ご
し
て
之
に
附
随
し
て
課
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
以
上
、
税

論

叢

資
本
利
子
稔
及
第
二
一
種
所
得
税
の
地
方
附
加
稔
禁
止
規
定

第
三
十
巻

第
三
銑

四
四
九

九
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論

議

資
本
利
子
積
及
第
二
種
所
得
税
の
地
方
附
加
稔
禁
止
規
定

第
三
十
巻

四
五
O

第

貌

C 

率
は
之
に
準
守
る
の
が
至
嘗
で
あ
る
。

最古

論

以
上
要
之
、
由
来
、
我
邦
に
て
第
二
開
所
得
税
及
資
本
利
子
積
に
地
方
附
加
税
を
禁

C
て
居
る
の
に
は
一
爆
の

理
由
の
ゐ
る
こ
ご
で
は
あ
る
け
札
ど
も
、
再
考
す
る
ご
き
は
、

士
(
れ
で
以
動
的
資
本
利
子
の
負
擦
を
不
常
に
軽
課

す
る
こ
ご
に
な
る
の
不
会
中
も
あ
り
、
一
過
遁
し
陀
る
地
方
財
政
に
一
有
力
財
源
を
失
は
し
む
る
の
不
得
策
J
」

ν
ふ

-Zt-も
ゐ
h
、
其
他
、
経
済
上
枇
曾
上
に
も
之
が
附
加
税
を
認
め
た
方
が
良
い
ご
い
ふ
こ
ご
も
あ
る
か
ら
、
此
に

は
附
加
枕
を
許
す
ご
改
め
た
が
良
い
。
そ
し
て
之
を
課
す
る
方
法
ご
し
て
は
色
々
の
方
法
が
考
へ
ら
る
、
が
、

番
良
い
の
は
、
圃
家
の
手
に
て
附
加
粧
に
相
嘗
す
る
も
の
を
本
稔
さ
一
緒
に
牧
納
し
て
、
得
た
る
も
の
を
一
定
の

標
準
に

τ各
地
方
に
牙
配
す
る
の
方
法
の
ゃ
う
で
ゐ
る
。
附
加
税
率
は
第
二
種
所
得
税
の
方
は
一
般
所
得
税
ご
岡

率
ご
し
、
併
し
資
本
利
子
積
に
ゐ
り
で
は
他
の
物
枝
、
即
ち
地
租
管
業
牧
盆
就
の
附
加
税
率
よ
り
は
幾
ら
か
低
〈

す
る
の
が
至
営
で
ゐ
る
。


